












180 181

幼児
中学生に幼児の発達の特徴や園での指導について話し、どのように接すればよいのかを伝えて
おく。保育に行かせるよう、「得意なこと」や「幼児には難しいが中学生はできること」を確認して
おく。事前に大きな準備が必要なことがなく、中学生の負担にならないようなものにする。

中学生と幼児がかかわる様子をよく見て、互いにとっ
てよい交流になるように働きかける。
中学生に幼児が助けてもらったときには、幼児のうれ
しさに共感し、一緒に中学生に感謝する。
何をしても受け入れてくれる、やさしい中学生の姿を
保育者が具体的に言葉にし、幼児に伝えていく。
とまどいや甘えから、乱暴な態度が幼児に見られた時
などは、中学生の思いに気付かせるとともに、しては
いけないことは毅然と伝える。中学生には保育者のか
かわりの様子を見せ、幼児へのかかわり方を知らせて
いく。

幼児
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子ども

子ども

子ども

自分のことについて話をする

子どもが座る椅子は、普段と

は違う特別な椅子（ピアノの

椅子やパイプ椅子など大きめ

のもの）を用意しておく。

他の子どもが座る椅子は、周

りの友達の話も聞きやすいよ

うに、半円形になるように設

定する。

話をする子ども
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子どもの内面の理解 子ども

保育者子ども
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子ども

　もうすぐ修了し小学校へ行くという話から、自分たちがお兄さん、お姉さんになったと思う時はどんな時

かと投げかける。保育士・教員自身が子どもたちの成長を感じた時の話をする。子どもが「今まで飛べなかっ

たなわとびが跳べた時」「○○ちゃんと一緒に飼育当番をちゃんとできた」などと発言する。（②）発言をみん

なで共有できるよう、また、刺激となるよう聞いている子どもたちに広げていく。　（②）子どもの発言を認め

ながらも、技能的なことだけではなく心情面の育ちにも気付かせる。　全員が自分の成長を振り返れるよう、

挙手しない子どもも指名する。自分で発言が出てこなかったら、他の子どもに投げかけ、友達がその子どもの

成長（よさ）を感じた時を発表させる。子どもは「○○ちゃんは、折り紙の折り方を優しく教えてくれた。」と友

達のことを話す。　（②）一人一人が自分の成長を感じるとともに、友達の成長も感じ、喜び合えるようにする。

（③）大きくなったのは自分一人の力だけではないことに気付かせ、家族や地域の方への感謝の気持ちをもた

せる。　子どもから「おかあさんが、いつもご飯つくってくれる」「□□さんが、道路を渡るとき危なくないよ

うに見てくれた」などの意見が出る。　　（②）皆の成長を喜び、これからの成長が楽しみと話す。

家族 子ども

子ども 子ども


